
46 47

●A部門　奨励賞【論文概要紹介】

が、利用予定日が重なった場合の調整や遠方へ
の移送には検討が必要になる。また、故障等の
トラブルも起こり得るので、円滑な利用のための
整備や支援が今後の課題であると考える。

【実践の内容】
　平成 4 年度から、中学校 3 年生の理科を担
当するたびに生徒に課している必修課題がある。
それは「1日1題」というオリジナル課題で、平
成 4 年、6 年、7 年、8 年、16 年、17 年 の 6
回に渡って実施した。

【論文内容の紹介】

1.	 論文の概略

　本論文では「1日1題」の内容および評価法
を紹介すると共に、生徒たちの受け止め方や感
想、9月以降の理科成績上昇の実際について、
この課題が中学校 3 年生にとって非常に有効で
あると認められるデータを交えてまとめてみた。

2.　「1日 1題」導入の動機

　中学校 3 年生では事前指導や夏季休業中の
継続指導が十分におこなえない安易な自由研究
はさせたくない。そして進路も大事である。長期
の夏季休業を有意義なものにして欲しいし、希
望の進路もかなえてあげたい。そのための夏季
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課題として、今のような「1日1題」とその評価
システムを作り上げた。

3.　「1日 1題」とは

　その名の通り、1日に1題（小問あり）の理科
問題を解いてまとめていくものである。単純な問
題集でなく、随所に独自の工夫をしている。以下
に内容を示す。
①問題は公立高校入試レベルのものを最高難度
に、いくつかは教科書を調べればすぐにわかる
簡単な問題も混ぜている。
②夏季課題全体を通して履修済みのすべての内
容（単元）を含む問題にしている。夏季課題を
しながら、これまでに学んだ教科書のすべての
ページをじっくり振り返り、思い出すことをねらっ
ている。そして解答の余白に発展として、今回
見た教科書部分の重要事項などを自由にまとめ
るという指示もしている。
③１日目の問題（指示）は、「１日１題」のワークブッ
クを作ることと、最初のページに「課題に取り組
む決意」を記入することである。プリントから問
題を切り取り、ノート１ページに１題を貼る。手
間が掛かる作業であるが、これにより生徒は課
題の内容および全体像を知ることができる。ま
た、課題ノートを開くたびに「自分の決意」を目
にすることになり、くじけそうなときの助けにな
る。
④途中に「理科嫌い度チェック」の日を設けてい
る。息抜きかつ遊びの要素が強いが、理科とい
う教科について、自分の考えを確認することがで
きる。そして、チェック結果をふまえて「将来の
あなたの夢」を書かせる。これは、自分の進路
についてゆっくり考える機会を夏季中に設けるこ
とをねらっている。
⑤最終日に「やり終えた感想と９月に向けての決
意」を書かせている。
　これらを通して、生徒自身が「９月以降の進路
実現に向けての家庭学習」の勉強スタイルを獲
得することを期待している。それこそがこの課題
の最大のねらいである。そして、これらの効果を

【実践の内容】
　中学校技術・家庭科の学習内容「Ｂ情報とコ
ンピュータ	（6）プログラムの計測と制御」を学
習する上で、自作のプログラムによる制御を実感
できる搭乗可能な電動カート教材（以下、電動カー
ト）を開発し、マインドストーム教材と組合せて
活用する。

【論文内容の紹介】

1.	 はじめに

　中学校技術・家庭科技術分野のプログラムの
学習では「マルチメディアの活用などコンピュー
タを使った授業は楽しい。」という生徒の中にも、
命令語の扱いやプログラムの記述や書式が分か
りにくく、学習内容も実感しにくいと感じる生徒
が多い。また、プログラムを思いどおりに実行さ
せることができなかったり、その原因がつきとめ
られないことにより、学習意欲が減退することも
ある。
　さらに、教師が技術分野の内容で取り扱い
にくいと感じている項目は、内容Ｂ「情報とコン
ピュータ」	（6）ア「プログラムの機能、簡単なプ
ログラムの作成」（6）イ「コンピュータを用いた簡
単な計測・制御」が突出している。その主な理
由としては、「適切な教材がない」「生徒たちの
意欲の継続が難しい」が挙げられている。
　これらの状況を踏まえ、プログラムを分かりや
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すい形で作成することができ、しかも結果の良
否を実感できるようにすることは、生徒の学習意
欲を向上させると考える。さらに、プログラムを
作成する技能はもとより、プログラム作成に対す
る「思い」が今まで以上に込められ、コンピュー
タの画面だけの学習では感じることのできない
「楽しさ」や「学ぶことへの満足感」も味わうこ
とができると考える。
　以上のことから、プログラムの学習支援教材
としてプログラムによる制御を実感できる教材を
開発し活用する。これにより、生徒はプログラム
による制御の機能を実感しながら学習すること
ができ、関心・意欲を高め、プログラムによる
制御について理解を深めるとともに、プログラム
を作成する力を身に付けることができる。

2.	 電動カートの製作

①	電動カートは２×４材で車体部を作成し、動
力源は 12Ｖバッテリー、動力は自動車のワイ
パーモータを２個使用する。

②	マインドストーム教材のＲＣＸからの信号を増
幅する電気回路を製作し、それを接続して電
動カートをプログラム制御する。

3.	 成　果

　電動カートを活用した授業実践を通して、生
徒が学習に関心を示し、実感することができた
ことは、プログラムの学習を進めるために意味の
あるものであった。生徒は、「学習した知識をも
とに、自作のプログラムを作成し、電動カートを
活用する。」この活動を繰り返すことで、プログ
ラムの作成の技能や理解はより確かなものとなっ
た。

4.	 今後の課題

　今回製作した電動カートは全部で４台あり、授
業での活用を希望する学校には事前に問い合わ
せ（群馬県総合教育センター）をすることにより
貸し出すことが可能である。群馬県内を中心に
なるべく多くの学校で活用してもらうことを望む
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点を獲得することにより、水泳はより速く、よ
り長くという近代泳法の考え方だけではない
事を気付いた。

②	「ボールから見える球技の世界」について
○ボールを分類する活動を行うことにより、　
ボールの多様性について視点の獲得をすること
ができた。
（2）	今後の課題
　２つの教材を授業実践するにあたり、次のよ
うな点が課題として挙げられた。
○	外部講師の役割や日程調整が難しい。
○	「体育に関する知識」を独自に理論として単
元化を図っていくだけでなく、理論を実践へ
適用する場を設定をしていく必要がある。　

【実践の内容】
　私は、社会科・地理的分野の最終大項目「世
界と比べてみた日本」に、「ふるさとのよさ」の
授業を位置づけた。生徒たちの生活舞台である
長野県飯田下伊那地区は、圏内 15 市町村中 8
町村が過疎地域に指定されている。生徒たちに
「飯田下伊那地区は医療が進んでいるか」と聞い
てみたところ、「骨を折っても絆創膏しかもらえな
かったという話を聞いたし、医療器具も少ないし、
あんまり進んでいないと思う」との答えが返って
きた。
　地域をマイナスのイメージで見ていた生徒たち
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が、学習問題「高齢化率が高いのに、何で医療
費が低いか」を追究する中で、医療ネットワーク
ができている飯田下伊那のよさを学び、ふるさと
への愛着が生まれた。さらに自己変容のよさを
も実感することができた。

【論文内容の紹介】

1.	 事象への直面から学習問題の予想まで

　先ず、今昔の高齢化率分布図の資料より、飯
田下伊那地区の高齢化が進行していることを読
み取らせた。次に「高齢者の医療費は若い人
の 5 倍かかると言われています。長野県は 4人
に1人が高齢者ですが、長野県の人口一人あた
りの医療費は全国何位だと思いますか」と聞く
と、生徒たちから「全国１位」等の予想が挙がっ
た。そこで、資料「一人あたりの医療費」（平成
15 年都道府県別実績医療費年齢補正）を提示
し、全国の中で医療費が最も低いのは千葉県と
長野県であることを読み取らせた。生徒たちから
「えっー、何で。長野県は高齢化率が高いのに」
等の声が挙がった。さらに「飯田下伊那地区の
一人あたりの医療費は全国 370 医療圏中、低い
方から3 番目」の資料も提示した。
　これらを経て、学習問題が設定された。学習
問題の予想として、①働いている人が多く、健
康な高齢者が多い　②あまり病院に行かない高
齢者が多い　③病院と診療所との連携がある　
④自宅で介護している　が挙がった。

2.	 予想③の話し合いからまとめまで

　予想①②は「平均入院日数が全国最低」「高
齢者の就業率が全国 1位」などを調査した。
予想③で、生徒たちは次のように話し合った。

Ａ「ネットワークでつながっている。病院と診
療所との連携がある」
Ｂ「救急車が来るのに時間がかかる。山の中
に村がある。村と飯田市との間にＡさんが言う
ネットワークがあればいい」

高めるために、課題配布時の事前指導で「先輩
が残してくれた優秀な１日１題のノート」を数点
回覧させている。また、「１日１題」の評価法と
して、提出点の他に、課題内容と全く同一の「夏
季課題テスト」をおこなうこと、そして、力作ノー
トは生徒の同意を得て提供してもらい、「後輩」
のために引き継ぐことなどをおこなってきた。

4.	 実践の成果

　これらの実践の成果について、９月以降の明
らかな学力アップを示す公表可能なデータや生
徒の感想等を用いてまとめた。

【実践の内容】　
　本校保健体育科では、運動の技能習得の学
習と同時に、現在の生活のあり方や健康や体力
に関する知的理解にもとづいた「体育に関する知
識」の学習が重要であると考えた。うまくするだ
けの体育から脱却し、教えるべき内容を技術習
熟だけで構成するのではなく、「体育に関する知
識」を単元全体に生かし、スポーツを文化とし
てとらえたカリキュラムを設定していく必要があ
ると考えた。そこでスポーツを文化としてとらえ、
スポーツを多様に見る力の育成のため保健体育
学習の在り方を本研究の主題とした。
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学習の在り方
～「水泳」と「球技」の教材開発～

香川大学教育学部附属高松中学校
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【研究内容の紹介】

1.	 研究方法

　「水泳の歴史」と「ボールから見る球技の世界」
の単元では以下に示すスポーツに関する見方・考
え方を高めることをめざした。

○	水泳技術の歴史的視点や近代泳法と日本泳法
の水任流との比較を通しての動きを見るための
視点。

○	球技種目によってボールには様 な々形、大きさ、
材質や作り方があることを知るとともに、ボー
ルをいくつかの観点で分類することを通して、
スポーツ種目の行い方や技術、ルールが規定
されている視点。

2.	 実践の内容と考察

実践事例１	「水泳」
～水泳の技術を合理的な動きの視点から分析し
てみよう。「水任流の動きを通して」～

　本実践は、第３学年の前期に８時間実施した。
①　オリエンテーション
②　水泳～合理的な動きを求めて～（本時）
③　水任流を体験してみよう
④～⑧　近代泳法と水任流を比べてみよう

実践事例２		「球技」
～ボールから見る球技の世界～

　本実践は、題材「ボールから見える球技の世界」
として第１学年に１時間の授業を行った。

3.	 まとめ																			

（1）	研究の成果
　２つの教材から、スポーツに対する多様な視
点の獲得を目指した授業を行うことで、スポーツ
に対する見方・考え方を再確認・再構築する契
機になったと考える。また、スポーツに対する多
様な見方ができるようになることで、よりスポー
ツを実践するための興味・関心が高まった。
①「水泳の歴史」について
○	水泳の歴史的な視点と合理的な泳ぎという視
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点を獲得することにより、水泳はより速く、よ
り長くという近代泳法の考え方だけではない
事を気付いた。

②	「ボールから見える球技の世界」について
○ボールを分類する活動を行うことにより、　
ボールの多様性について視点の獲得をすること
ができた。
（2）	今後の課題
　２つの教材を授業実践するにあたり、次のよ
うな点が課題として挙げられた。
○	外部講師の役割や日程調整が難しい。
○	「体育に関する知識」を独自に理論として単
元化を図っていくだけでなく、理論を実践へ
適用する場を設定をしていく必要がある。　

【実践の内容】
　私は、社会科・地理的分野の最終大項目「世
界と比べてみた日本」に、「ふるさとのよさ」の
授業を位置づけた。生徒たちの生活舞台である
長野県飯田下伊那地区は、圏内 15 市町村中 8
町村が過疎地域に指定されている。生徒たちに
「飯田下伊那地区は医療が進んでいるか」と聞い
てみたところ、「骨を折っても絆創膏しかもらえな
かったという話を聞いたし、医療器具も少ないし、
あんまり進んでいないと思う」との答えが返って
きた。
　地域をマイナスのイメージで見ていた生徒たち

●奨励賞〔論文概要紹介〕

ふるさとのよさを実感
し、新たな自分を発見
していく生徒たち

長野県下伊那郡売木村立売木中学校	

中
なかじま

島博
ひろふみ

文

が、学習問題「高齢化率が高いのに、何で医療
費が低いか」を追究する中で、医療ネットワーク
ができている飯田下伊那のよさを学び、ふるさと
への愛着が生まれた。さらに自己変容のよさを
も実感することができた。

【論文内容の紹介】

1.	 事象への直面から学習問題の予想まで

　先ず、今昔の高齢化率分布図の資料より、飯
田下伊那地区の高齢化が進行していることを読
み取らせた。次に「高齢者の医療費は若い人
の 5 倍かかると言われています。長野県は 4人
に1人が高齢者ですが、長野県の人口一人あた
りの医療費は全国何位だと思いますか」と聞く
と、生徒たちから「全国１位」等の予想が挙がっ
た。そこで、資料「一人あたりの医療費」（平成
15 年都道府県別実績医療費年齢補正）を提示
し、全国の中で医療費が最も低いのは千葉県と
長野県であることを読み取らせた。生徒たちから
「えっー、何で。長野県は高齢化率が高いのに」
等の声が挙がった。さらに「飯田下伊那地区の
一人あたりの医療費は全国 370 医療圏中、低い
方から3 番目」の資料も提示した。
　これらを経て、学習問題が設定された。学習
問題の予想として、①働いている人が多く、健
康な高齢者が多い　②あまり病院に行かない高
齢者が多い　③病院と診療所との連携がある　
④自宅で介護している　が挙がった。

2.	 予想③の話し合いからまとめまで

　予想①②は「平均入院日数が全国最低」「高
齢者の就業率が全国 1位」などを調査した。
予想③で、生徒たちは次のように話し合った。

Ａ「ネットワークでつながっている。病院と診
療所との連携がある」
Ｂ「救急車が来るのに時間がかかる。山の中
に村がある。村と飯田市との間にＡさんが言う
ネットワークがあればいい」

高めるために、課題配布時の事前指導で「先輩
が残してくれた優秀な１日１題のノート」を数点
回覧させている。また、「１日１題」の評価法と
して、提出点の他に、課題内容と全く同一の「夏
季課題テスト」をおこなうこと、そして、力作ノー
トは生徒の同意を得て提供してもらい、「後輩」
のために引き継ぐことなどをおこなってきた。

4.	 実践の成果

　これらの実践の成果について、９月以降の明
らかな学力アップを示す公表可能なデータや生
徒の感想等を用いてまとめた。

【実践の内容】　
　本校保健体育科では、運動の技能習得の学
習と同時に、現在の生活のあり方や健康や体力
に関する知的理解にもとづいた「体育に関する知
識」の学習が重要であると考えた。うまくするだ
けの体育から脱却し、教えるべき内容を技術習
熟だけで構成するのではなく、「体育に関する知
識」を単元全体に生かし、スポーツを文化とし
てとらえたカリキュラムを設定していく必要があ
ると考えた。そこでスポーツを文化としてとらえ、
スポーツを多様に見る力の育成のため保健体育
学習の在り方を本研究の主題とした。

●奨励賞〔論文概要紹介〕
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河
かわ

田
だ

哲
てつ

也
や

【研究内容の紹介】

1.	 研究方法

　「水泳の歴史」と「ボールから見る球技の世界」
の単元では以下に示すスポーツに関する見方・考
え方を高めることをめざした。

○	水泳技術の歴史的視点や近代泳法と日本泳法
の水任流との比較を通しての動きを見るための
視点。

○	球技種目によってボールには様 な々形、大きさ、
材質や作り方があることを知るとともに、ボー
ルをいくつかの観点で分類することを通して、
スポーツ種目の行い方や技術、ルールが規定
されている視点。

2.	 実践の内容と考察

実践事例１	「水泳」
～水泳の技術を合理的な動きの視点から分析し
てみよう。「水任流の動きを通して」～

　本実践は、第３学年の前期に８時間実施した。
①　オリエンテーション
②　水泳～合理的な動きを求めて～（本時）
③　水任流を体験してみよう
④～⑧　近代泳法と水任流を比べてみよう

実践事例２		「球技」
～ボールから見る球技の世界～

　本実践は、題材「ボールから見える球技の世界」
として第１学年に１時間の授業を行った。

3.	 まとめ																			

（1）	研究の成果
　２つの教材から、スポーツに対する多様な視
点の獲得を目指した授業を行うことで、スポーツ
に対する見方・考え方を再確認・再構築する契
機になったと考える。また、スポーツに対する多
様な見方ができるようになることで、よりスポー
ツを実践するための興味・関心が高まった。
①「水泳の歴史」について
○	水泳の歴史的な視点と合理的な泳ぎという視
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B部門　

ICT 活用部門

 最優秀賞
	 子どもたちの学習の振り返りから、授業改善への研究―10 年間の歩み
	 大地　斉　茨城県日立市立中里中学校

　この話し合いが「地域完結型医療の先進地」
「訪問介護の充実ぶり」の資料提示を引き出した。
これらの資料は、生徒たちの琴線に触れた。地
域完結型医療とは、地域医療支援病院や地域
の診療所が連携を取り合って進める医療である。
生徒たちは次のように高まった。

①「大きな病院に行かなくても自宅にいながら
大きな病院とネットワークができている診療所
で診てもらえる」②「今まで飯田下伊那は山
が多いから大丈夫かと思っていたけど、すごく
遠い道の奥でもしっかり医療が行き届いてい
て、山が多いからこそ最先端の医療ができる」
③「アンケートをもう一度やるなら別の意見を
出すと思う。交通が不便で医療も駄目という
のが覆された。長野県や飯田下伊那はすごく
人のことを大切にしている」

3.	 おわりに

	 	「山の中＝交通が不便＝医療が進んでいない」
を覆す資料をもとに、級友と医療ネットワークの
よさについて学び合う中で、生徒たちはふるさと
への愛着がめばえ、新たな自分を発見していっ
た。




